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AGCのガラスリサイクルの取り
組み紹介

建築ガラス アジアカンパニー

長尾 祥浩

2024年 08月 08日

第25回ガラス再資源化協議会総会
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AGCの事業展開

◼ ガラスに関する事業は、50%強ほど
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グローバル展開

◼ ガラスリサイクル分野でもグローバルに連携
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AGCグループの提供する社会的価値
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カーボン・ネットゼロ目標（2050年）

2021年に中長期のGHG削減目標を策定し推進。2023年にSBTiから温室効果ガス削
減目標「WB2℃」の認定を取得

2023年1月12日
News Release
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GHG排出量削減 ロードマップ(Scope1,2,3)

Scope1+2

◼ Scope1の過半を占める排出源は、ガ
ラス・電子セグメントのガラス溶解窯。
ガラス溶解プロセスの技術革新、再エ
ネ導入など進める。カレットのリサイクル
も非常に重要なアクションアイテムの一
つ。

Scope3

 サプライヤーエンゲージメント活動の強

化や、地球温暖化係数の高い代替

フロン製品の縮小などを実施。カレット

リサイクルはガラス溶解窯では、最も

大きなアクションアイテム。
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ガラス溶解窯におけるGHG削減技術ロードマップ

2019年

欧
米

ア
ジ
ア

クリーン燃料**の実証実験開始、
導入・展開

電気ブースター*の導入

中小型窯
（ディスプレイ等）

大型窯
（建築・自動車用ガラス）

燃料転換
（重油→
天然ガス）

酸素燃焼

ハイブリッド窯の導入・展開

電気溶融窯の実証実験開始、
導入・展開

電化
省エネ
クリーン燃料
カーボンリサイクル
カレットリサイクル
などの最適化

カーボンリサイクル
カレットリサイクル
技術などの活用

◼ 2030年に向けて、欧米では電化、アジアでは省エネの施策を優先して進める計画

◼ 2050年に向けては、電化を中心に複数の技術を組み合わせて、目標達成を狙う

省エネ技術の導入・展開

電気ブースター*の導入
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クリーン燃料：アンモニア燃焼技術開発

AGC横浜テクニカルセンター：アンモニアを燃料として利用した
世界初の実証試験（2023年6月18日～19日）

2023年6月27日
News Release

重油、ガス燃焼=>アンモニア燃焼へ
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カレットリサイクル：GHG削減の効果

◼ GHG削減効果：カレットはバージン原料よりも溶解しやすいことから、燃料の削減に繋がる。
また、バージン原料に炭酸塩を使用しており、溶解時にCO2が発生するが、カレットを増やす
と、炭酸塩の使用量が減少するため、CO2の発生を抑えることができる。よって、1Tonのカレッ
トを、バージン原料の代わりに再利用することで、約0.6TonのCO2発生を抑制できる
(Scope1+2+3)。

GHG削減効果

(Scope1+2+3)

600
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資源枯渇対応

◼ 日本に資源がない中で、今あるストック市場
からガラスを資源として回収することは非常に
意味があります。

伊豆採掘場(1945年当時) 伊豆珪砂の採掘跡地

ガラスの原料は海外から調達

静岡県西伊豆で、1939年に採掘開始し、
1989年に採掘を終えている

ガラスを作るために海外から原料を輸入しています。
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カレットリサイクル率向上にむけて（ポストコンシューマー）

①
建築

②
自動車

③
太陽光パネル

解体時にカレットがリサイクルできるように回収できていない。
適切にガラスを回収、処理すれば、板ガラスへの水平リサイクルが可能。

廃車解体時にカレットがリサイクルできるように回収できていない。
適切にガラスを回収、処理すれば、板ガラスへの水平リサイクルが可能と考えている。
社内での不良品をリサイクルすることから進めている。

AGCは太陽光パネルの生産は既に停止しているが、2030年以降、大量廃棄が見込まれる
ことから、リサイクル消費を検討中。板ガラスで消費が進まなければ、埋立処理が増えて
しまう。

戸建ては小規模に点
在しており難易度高



12©AGC Inc.

(実例) ビル解体から回収

◼ 高層ビルの解体は経済性が成り立つ見込みがあります。

ビル解体

ガラスを回収&選別

工場へ

2023年9月 大成建設様 ニュースリリース
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ガラスリサイクル：地方自治体（諏訪市） 実証
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PVリサイクルの活動背景

◼ 2030年後半に、太陽光パネルの大量廃棄が予想されており、大きな社会課題となっている。
◼ AGCは太陽光パネルを生産していないが、社会課題解決のために、板硝子メーカーのAGCが貢献で
きることがあるのではないかと考えた。

◼ 太陽光パネルはアンチモンが含まれていて、板ガラスでは消費不可能と思われていた。
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板ガラスの製造方法

◼ AGCは建築向け板ガラスの製造方法として、ロールアウト方式とフロート方式を採用しています。

◼ 結晶シリコン系パネルのカバーガラスの主要生産国は中国であり、ロールアウト方式によって製造されて
います。

●ロールアウト法

型板ガラス

網入りガラス

フロートガラス

AGC 横浜テクニカルセンター(YTC) AGC 鹿島工場
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2023年11月 & 2024年3月 PVパネルリサイクル

◼ 2023年11月に、横浜テクニカルセンター（型板ガラス）で消費。2024年3月に、鹿島工場
（フロート板ガラス）でも消費に成功。その後も、消費をしています。
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